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［成果情報名］セラヤ天然林では自殖種子の選択的排除が健全な他殖種子生産を維持している 
［要約］飛翔力の弱い昆虫によって花粉が散布されるフタバガキ樹種セラヤは、密度低下した択

伐林では花粉が有効に散布されず自らの花粉で受精した不健全な種子が多産される。天然林で

はこれらの種子を選択的に排除して、他個体の花粉を受精した健全な種子が生産されている。 

［キーワード］熱帯雨林、フタバガキ、虫媒、花粉散布、受精、自殖種子、選択的排除 
［所属］国際農林水産業研究センター 林業領域 

［分類］研究 B 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
［背景・ねらい］ 

一定の大きさに成長した有用樹種のみを伐採する択伐と呼ばれる手法によって木材が生産され

る熱帯雨林では、森林更新によって択伐林の蓄積が回復し、択伐後約 30 年で二回目の択伐を行う

ことが期待されている。しかし、花粉が動物によって媒介される熱帯樹木では、特に飛翔力の弱

い昆虫に花粉散布を依存する樹種において、択伐による密度低下によって花粉が充分に散布され

ず、自らの花粉による受精によってできた種子（自殖種子）が多く、その健全性に問題が生じて

いる。一方で、密度低下を生じていない天然林でもかなりの高頻度で自らの花粉が散布されてい

るが自殖種子はほとんど見当たらず、その排除の機構は明らかになっていない。そこで、自らの

花粉や自らの花粉と受精した胚珠が種子形成までに排除される条件を明らかにする。 
 

［成果の内容・特徴］ 

1. 天然林試験地と択伐林試験地の全成木と一斉開花時に採取した種子の遺伝子型をそれぞれ遺

伝マーカーにより決定し、各種子の花粉親を同定した（父性解析）（図 1）。 
2. 父性解析結果をもとに花粉散布の距離による減少確率をモデル化した花粉散布モデル（平成

23 年度国際農林水産業研究成果情報第 19 号）を用いて花粉散布確率は求められ、天然林では

散布距離がほぼ数 m 以内の自家受粉が高頻度で生じていることを確認できる（図 1）。 
3. 父性解析結果から花粉散布確率と開花量を推定する花粉散布モデルを発展させ、自らの花粉

や自家受精した胚珠が排除される度合い（図 2 縦軸）の同時推定を階層ベイズ法によって可

能にした。 
4. 同一樹種の立木密度が低い択伐林では、自らの花粉および自家受精した胚珠は排除されてお

らず大量の自殖種子が生産されている。一方、立木密度が高い天然林でも自家受粉は生じて

いるが、受粉後、種子が形成される過程で自らの花粉と自家受精した胚珠の両方またはいず

れかが排除されている（図 2）。 
5. 母樹に届く花粉総量が多いと自らの花粉や自家受精した胚珠の排除が発生し、花粉総量が少

ないと選択的な排除は発生せず自殖種子も生産される（図 2）。 
 
［成果の活用面・留意点］ 

1. 自らの花粉による受精の回避に必要な許容伐採量を推定することができる。 
2. 健全な種子生産を目指す択伐指針の作成を通して熱帯雨林の持続的利用に貢献できる。 
3. 種子の花粉親を特定し、そこから花粉散布モデルを用いて自らの花粉の排除割合を統計学的

に推定したもので、選択的排除の機構を発生学的に解明したものではない。 
4. 択伐林では密度低下による花粉散布の阻害によって自殖種子が生産され繁殖を補完している。

他のフタバガキ科樹種では自殖由来の実生の不健全性が報告されているが、セラヤ(Shorea 
curtisii)においてもこれらの実生の不健全性を検証する必要がある。 



平成 27年度 成果情報 C11 
 

［具体的データ］ 

 

 

図 1 一斉開花における花粉の散

布距離と散布確率の関係 

天然林由来 1492個（一斉開花 3ヶ年分）、

択伐林由来 728個（一斉開花 2 ヶ年分）

の種子を遺伝マーカーによる父性解析

で花粉親を決定し、母樹までの距離と花

粉散布確率を求めたもの。上部の模式図

は、母樹と花粉親との距離の違いでみら

れる受粉のタイプを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 母樹に届いた花粉総量に対す

る自らの花粉が排除された度合い 

バーは、自らの花粉が排除される度合い

を示すパラメータ推定値の 50%と 95%ベイ

ズ信頼区間を表し、０より小さいと有意

に自からの花粉および自家受粉した胚珠

が排除されていることを示している。 

*：自らの花粉のほかに自家受粉した胚芽

の排除も含む。 

 

 

［その他］ 

研究課題：マレーシア・フタバガキ択伐林業の持続性評価及び向上技術の開発 
プログラム名：開発途上地域の農林漁業者の所得・生計向上と農山漁村活性化のための技術の開発 
予算区分：交付金［持続的林業］ 
研究期間：2015 年度（2011 年度～2015 年度） 
研究担当者： 谷 尚樹、Norwati Muhammad・Lee Soon Leong・Lee Chai Ting（マレーシア森林研

究所）、津村義彦（筑波大学） 
発表論文等： 1) Tani N et al. (2015) PLoS ONE 10(5): e0123445 
 2) Tani N et al. (2012) Journal of Ecology 100(2): 405-415 
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散布距離の短い自家受粉は
かなりの高頻度で生じている。

散布距離の短い他家受粉は
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